
ＣＡＤ／ＣＡＭ 用

松 風夕Ｔヤモニノド蚩ずﾆﾉﾄFG
ＣＡＤ／ＣＡＭ プレパレーションキット

Ｃ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ，Ｍ用の支台 歯には
厚 みと丸みが必要である事をご 存知ですか？

Ｓ Ｈ Ｏ Ｆ 凵I IMC.



一般的 に支台歯の切端 が厚 み不足であ

った り鋭角な場 合、ＣＡＤ／ＣＡＭ加 工時

にコ ーピ ン グ と支台 歯 の問 に無 駄 な

スペースが生じ ます。

これ は､ＣＡＤ／ＣＡＭ用 ミリングバーの

形状によるものです。

〈 加 工 例 〉

０
支台歯が厚み不足
で鋭角な場合

ミリングバーの直径は一般的に１ｍｍ程度であるため、

切端や皎頭頂の厚みは１ｍｍ以上必要です。

支台歯と修復物の間に無駄なスペースを作らないた

めに､支台歯の切端や咬頭頂は､厚みを確保した上で、

丸く形成する必要があります。

また､より正確にスキャンできるよう、マージン部は

なだらかに仕上げる必要があります。

ジルコニアブロック

正面観

4 盛り上 がったコー
ピ ング の 形 状 は
陶材を築盛するス
ペースにも影響を
及ぼします

隣接面観

枩
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○ 部は､なだらかに仕上げます。

支台歯形成に役立つ形態を厳選！

さらに､ＣＡＤ／ＣＡＭ用支台歯ならではの厚みと丸みを付与できるSF151 を加えました。

乞
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※ レギュラータイプのバ ー( 102Rを 除く)は､同形 状のスーパーファインタイプを 用意しています。



切 端 や 咬 頭 頂 に

最 適 な 厚 みと丸 みを 付 与 できるSF151

SF151

臨床 的に使 用しや すい

Ｒ形 状を 付与しました

中央 部に1. 5mm のＲを 付与しており、

歯面に当てるだけで正確な厚みと丸み

を付与できます。

バ

ー

の 先 端 部 分 に も 凹 部 と
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同 様 の Ｒ を 付 与 し て お り ､ 隅
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角 部 に 丸 み を 付 与 す る こ と が
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で き ま す O

凹部長さ３ｍｍを目安にし

てください｡ 凹部に沿う様に

バーが当 たれば厚 みは２～

2. 5mm 程度確保されます。
2 ～2. 5

mm

凹 部長さ３ｍｍを目 安にバ

ーを当 てます｡ 凹部 の1/ ２

が当 たれば厚みは1. 5mm

程度確保されます。



ス ラ イ ス カ ッ ト

圖 謳l を使用して隣接面のスライスカット

を行います。

Ｊ

Ｉ

り
＝

曲 面 の 付 与

翩圖 Ｉ| を 使用して切端の厚みを確保

し､丸みを付与します。

翩灘 圖 の中央 凹部の日は1. 5mm で

凸部頭頂 間の寸法は約３ｍｍです。

歯 肉 圧 排

支台歯の全周に歯肉圧排を行います

－ 41-

仕 上 げ ＜ フ ィ ニ ッ シ ュ ラ イ ン ＞

図 圖 旧 を 使用して 遊離エナメルを除

去し､フィニッシュラインを仕上げます。

スライスカット､歯肉圧排､ 軸面形成は前歯同様に行なってください。

１ 咬 合 面 の 形 成

扁 菫 圜 と 鰥圖驅 霆圖 を使用して岐合面

を形成します。

なお､リダ クションガイド を゙ 使用して形

成量の確認を行なってください。

岐合面については裂溝部の形成量( 岐頭

傾斜角度) を充分に確保してください。

１ 形 成 ＜ 切端 の形 成 ＞

圖 匪 回 を使用して歯軸に対して垂直
方向に切縁を削除します。

表 面 性 状 の 確 認

インスツルメントを用いて支台 歯表面

をなぞることにより､ステップや支台歯

表面の凹凸を確 認します。

１

１

/

１ 形 成 ＜ 軸 面 の 形 成 ＞

回 国l と 図圖 回 国 を使用して軸面を形 成します。

なお､形成量はリダクションガイド を゙使用して確認してください 。

(必要に応じて107RD･SF107RD をお使いください｡)

‘ １

表 面 仕 上 げ

Ｉ Ｉ 謳麗I 圖 を 使用してインスツルメ

ントで確認した凹凸の 除去やラインア

ングルの仕上げを 行います。

仕上げや表面性状の確認は 前歯同様に行なってください。

最 終 確 認 ・完 成

りダクションガイド を゙使 用して形 成量の最

終確認を行います。

へ

●
吽
ド

●
Ｅにド

最 終 確 認 リダクションガイド を゙使用して形
成量の最終確認を行います。

形 成 ＜口蓋側面の形成＞

圍 司と翻Ｉ謳l を使用して口
蓋側面を形成します。

Ｆ

･唸１π 成

ＣＡ[⊃/CAM での加工を 考慮して切端部に充

分な厚みと丸みを 付与することが重 要です。

写真提供:むとベデンタルクリニック　六人部 慶彦 先生

合
魯
ロ
ド

曲 面 の 付 与

翩翩l l を使用して皎頭頂の厚 みを確保し､丸 みを付与します。

翩翩l l の先端 部のＲを使用して偶角部に丸みを付与しますO

Ｃ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ Ｍ プ レ パ レ ー シ ノ; 卜 を 用 い た 支 台 歯 形 成 の 流 れ

：

※ リタクションカイド：シリコン印象材( パテタイプ) にて最終理想形態の印象を採 取し､分割したもの｡形成量の目安などに用いる。



| 販売名･一般的名称
販売名 一般的名称 承認･認証･届出番号

松風ダイヤモンドポイントFG 歯科用ダイヤモンドバー 一般医療機器
医療機器届出番号26B1 ×００００４００００２３

| 包装･価格
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最
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ッキ
　

作
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長
　

軸
長

Ｉ

Ｊ

Ｉ

松風夕･ずヤモニノド朿ずﾆﾉﾄFG
ＣＡＤ ／ＣＡＭ プレ パレ ーシ ョン キッ ト

１キット ￥1 0, 000
＜キット内容＞
松風ダイヤモンドポイントFG下記11形態各1本
バーステーションn(ブルー･イエロー)各1個

|関連製品
卜CAD/ CAM 用加工材料

レコニア ディスク

卜支台歯へのディープシャンファー形態の付与に

ダイヤモンド研削材
松 風 ダ イヤ モ ンド ポ イン トFG

108R/ 109R

１本￥1, ５００

１０２Ｒから108R､109R の順で
より深いシャンファー形態が付与できます

ドリダクション ガイド の製 作に

作
栗
部
長
　
軸
長

・
　
　
↑
冂

－
－
一

１ド

ヤ

匸

全
長

単品価格Ｏ 本） ￥1, 500 ￥1, 500 ￥1, 500 ￥1, 500

ｶ タログに掲載の 価格は２０２１年フ月現在の標準医院価格( 消費税抜き) です。

ご 使 用 の 際 は 添 付 文 書 な ど を よ く 読 ん で お 使 い く だ さ いO

松 風 ディス ク ＺＲ ル ー セント ス ー プラ

色 調フ色／Pl ai冂､Ｗ２､AI ､Ａ２､A3､A3. 5､巳１
サイズ：φ９８× 14mm ￥39. 000

φ９８×１８ｍｍ ￥44. 000
φ９８×２２ｍｍ ￥48. 000

CAD/ CAM 用ハイブリッドレジンブロック　　　　　　　 歯科用シリコーン印象材
松 風ブ ロ ック ＨＣ( ５個 入) 　　　　　　　　 ジ ル デフィット パテ タ イプ 付 加 型

２レイヤーS サイズ ￥1 1, 600 Ｍサイズ￥12. 800　　　　　　 ￥６,０００
単 層　S サイズ￥10,４００ Ｍサイズ￥1 1. 500
松 風 ブ ロック ＨＣ ハ ードn( 5 個 入ｎ サイミ 。入) 　j i ;

２習VnL( 500g) ,キャタリスト294mL( 500g) .

Ｓサイズ ￥1 1. 600 Mサイズ ￥12,８００ Ｌサイズ ￥３５００

松 風 ブ ロックＨＣ ハ ードAN  ( 5個 入)

14L ￥26, 200

松 風 ブ ロックＨＣ ス ー パ ーハ ード( ５ 個 入)

Ｍサイズ ￥20, 1００

Ｓt 一日界の洙I科医療に貞献する
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